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研究成果の概要（和文）：本研究は，SNSにおいて共感やアイデンティティの支持の意味を持つリアクションで
ある「いいね」の促進要因を実証的に解明した。本研究はSNSから収集したテキストに深層学習を適用し特定の
テーマに関する投稿を抽出する手法と投稿内容についてテキストはLIWC2015による数量化，画像は物体検出とト
ピックモデルの適用によりその意味内容の抽出と数量化を行う手法の開発を行った。これらの手法をSNSの画像
投稿の内容分析に適用し，京都の観光に関するツイートの内容分析を通じて，読者の共感や投稿者へのアイデン
ティティの支持としていいねを促す要因の1つに投稿のエピソード性があることを解明した。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to elucidate consumer communication in SNS from the 
perspectives of identity and empathy. Likes, which are reactions that have the meaning of empathy 
and identity endorsement in SNS, were highlighted, and their facilitating factors were empirically 
elucidated. This study developed a method to extract posts on specific themes by applying deep 
learning to actual SNS posts retrieved from Twitter. Furthermore, methods for quantifying text 
content using LIWC2015 and for extracting and quantifying the meaning of images by applying object 
detection and topic modeling were developed. These methods were applied to the content analysis of 
SNS posts. Content analysis of tweets revealed that image posts narrating travel episodes encourage 
readers to click likes on the posts. The results of this study elucidate that the episodic nature of
 the posts is one of the factors that encourage likes as an empathy of readers and an endorsement of
 the identity of the posters in SNS.

研究分野： マーケティング，消費者行動論

キーワード： アイデンティティ　SNS　画像投稿　共感　内容分析　リアクション

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，消費者の画像や1クリックでのリアクションという現代的な消費者の情報発信を解明をした点に本研
究の学術的意義がある。またSNS上のリアクションを通じた関係の解明は近年のマーケティングや社会課題の解
決に向けた市民行動の促進という社会的意義をもつ。さらに，自己表現や個性化，価値観や感情の共有が今日の
消費の動因となる中で，本研究はSNSでの多様な表現手法を用いた自己表現とリアクションがその自己表現の支
持となることを提示した。また本研究は，大規模なSNSデータに対して，機械学習・深層学習を用いて消費者行
動を解明したという点でも学術的・社会的意義をもつものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 
 スマートフォン等の電子機器や SNS などのデジタルメディアの普及により，消費者同士の交
流は日常的な現象となった。特にTwitter や Facebook，Instagram を代表とする SNSの急成長は，
(1)表現手法の多様化と(2)個人に基づく関係への変容をもたらしており，新たな研究課題を提示
している。(1)表現手法の多様化とは，いいね！やスタンプ，画像投稿，また他ユーザーの投稿
のシェア・引用など，多様な方法により発信がなされる状況を意味する。(2)個人に基づく関係
とは，従来の消費者は同じ関心・趣味を共有する人々が集う掲示板で交流していた。しかし今日
の SNSでは個人として IDを持ち，自分専用の発信スペースで多様な製品・サービスの消費経験
を発信し交流するようになったことを意味する。ネット上での消費者間の関係は，2000 年代以
降盛んに学術的な研究が展開されてきた。しかし，多くが文字のみによる表現，単一の製品やブ
ランドという関心に基づく関係での交流を前提とした研究であった。これらの研究に対して，本
研究は，SNS 上の消費者はなぜ・いかなる意識・感情で，またどのように(1)表現手法が多様化
した中での情報発信と(2)個に基づく関係構築を行うのかということをアイデンティティと共感
の理論的視点から解明することが研究開始当初の背景であった。 
 
2. 研究の目的 
  本研究は消費者がソーシャルメディアやスマートフォンなどのデジタルメディアを用いた行
動をアイデンティティと共感の理論と多様なデジタルデータから解明する点にその目的と学術
的な独自性を位置付けた。アイデンティティと共感について，本研究はアイデンティティを，自
分とはどのような人間であるかを明確にし，一貫性を持った自己の存在価値の実感として捉え，
共感を他者の感情状態と自己のそれとを同期・共有する精神機能であり利他性・支援の促進要因
（梅田ら,2014）として捉える。本研究はデジタルメディア行動とアイデンティティ・共感との
関係を以下の通りに想定した。まず，表現手法の多様化について，画像投稿の容易化は消費者の
自己表現手法を豊かにし，また自身の投稿に対する他者のいいね！やシェアは承認欲求の充足
として消費者のアイデンティティ形成過程に変化を促していると想定した。次に製品を絆にし
た場での交流から個に基づく関係への変容は，アイデンティティの基盤となる自己の存在価を
相互に承認し，個性的な自己創造を相互支援するために不可欠な価値観を共有した消費者間の
交流の場を減退させ，ネット上でのアイデンティティ形成を困難にしている。一方で，共感は個
に基づく関係における相互承認や支援の促進要因となっていると考える。加えて個人的な情報
発信は，単一の製品ではなく多様な製品の使用や他者との交流など全人的な交流を促進し，SNS
はライフスタイルの表現手段となっていると想定した。そして本研究は，デジタルメディアを用
いた情報交換や交流を消費者のアイデンティティ形成過程の 1 つとして位置付け，多様な表現
手法を用いた SNS 上での自己表現，そして個に基づく関係における共感を促進要因とする相互
支援や相互承認の過程を分析することを目的とした。 
  そして，本研究はその遂行にあたり，食や地域に関する SNS 上の消費者行動の解明に目的を
限定した。その理由は，食は万人にとっての生活上の関心事である一方で，食材，料理，小売・
飲食店という対象，その関心は味，健康，安全，地域活性化，観光，ファッションとしての食生
活，地域の伝統など多様であり，また食と地域の消費にはアイデンティティや共感・利他性が強
く関連していると想定される。さらに近年，地産地消，地元食や観光を通じた地域ブランディン
グなど食と地域はマーケティングと社会的課題の手段として着目されており，食と地域への着
目は研究目的の解明だけでなく，我が国の食生活・地域に関する課題発見，マーケティングへの
応用という波及効果が期待できるからである。さらに SNS 上では実際，食や地域を巡って多様
な価値観に基づく消費者の意識や感情が活発に交換されており，研究としての実現可能性が高
いという理由もあったからである。 
  本研究は，SNS上の食と地域に関する分析に適した消費者の発信・交流データの抽出方法の検
討， SNS での情報発信における投稿内容内容と表現手法，そしてリアクションによる交流や相
互支援との関係の解明を研究課題とした。分析に適した発信・交流データの抽出方法ついて，
SNS では関心を共有する消費者は，投稿に付与されたハッシュタグ(#)とキーワード，また検索
や他のユーザーの発信を契機に関係を形成する。SNS が主流になる以前の掲示板型のコミュニ
ティを研究対象とするのであれば当該サイトから投稿を収集すれば容易に食や地域に関するデ
ータを収集することができる。一方で，本研究の遂行のためには，まず SNS 上の投稿データか
ら食に関する消費者の投稿のみ抽出し関心毎に投稿を分類せねばならない。そのため本研究で
は食と地域に関連する SNS データの収集と関心別に分類する手法の検討を第一の研究課題とし
た。次に，SNSにおける投稿内容と表現手法，リアクションによる交流や相互支援との関係の分
析について，SNSでは，コメントによる返信だけでなく「いいね」やシェアといった形で投稿に
対するリアクションがなされる。また，これらのリアクションの背後には，投稿や投稿者に対す
る共感，また投稿者のアイデンティティに対する支持，また投稿者だけでなくリアクションをす
るユーザーにとってはそのリアクション行動が自己表現としての意味を持つ。またもとの投稿
内容によってリアクションの有無やスタイルの違いが生まれ，またその投稿はテキストだけで



無く画像などを用いて投稿され，それらはリアクションにも影響すると考えられる。そのため，
本研究ではこのような投稿内容とリアクションの関係の解明を研究課題とした。これらの研究
を通じて分析を通じて現代の消費者のデジタルメディア行動をアイデンティティと共感の視点
から解明し，その研究成果をマーケティングや社会的課題の解決に応用することを本研究の目
的とした。 
 
3. 研究の方法 
(1) データの収集 
  本研究は，主にTwitter からデータを収集した。幅広い話題のデータが得られ，かつ利用者が
大規模な SNS であり，データのダウンロードが容易に出来る API が同社より提供されており入
手が容易であること，当該データにはいいね！や引用，返信など交流に関する記録や画像データ
に対するリンクも含まれており分析に適しているためである。データの収集作業を，Twitter API
により指定したキーワードを自動的にクローリングするプログラムを Python により作成し，研
究に関連したキーワードを複数設定した上で，毎日 1回程度，定刻にプログラムを実行すること
でデータの収集を継続した。キーワードは，研究成果として公表した京都などの地域に関する語
をはじめ，オーガニック，フェアトレードなど食，とくに社会課題の解決に関わる倫理的(エシ
カル)な食品に関するワードを設定した。 
(2) 文書分類 
  2 で述べた分析に適した発信・交流データの抽出方法ついては機械学習による文書分類による
抽出を目指し，様々な手法による抽出を試行した。トピックモデルや SVM(Support Vector 
Machine) などを用いた文書分類も試みたが，最終的には深層学習を用いた文書分類を用いた。
次節で述べる研究成果として公表した研究では，京都の観光に関するツイートデータの抽出を
試みた。学習データとして，’kyoto’の語が含まれるツイートデータからランダムに 2,612 ツイー
トを抽出し，1ツイートにつき 4名でツイートが観光や旅行に関するものか評価した。評価者に
対しては英語の原文を提示し，画像およびリンク添付についてはその有無のみ提示した。さらに
英語を充分に読むことができない評価者も多く存在するため，英語の原文をGoogle Translator に
て翻訳した日本語文を併せて提示した。4名の評価によって全ての評価者が観光ツイートである
と評価したツイート(523 件)と，全ての評価者が観光ツイートで無いと評価したツイート(570
件)を学習データとして用いる。CNN と LSTM を組み合わせたニューラルネットワークによっ
て’kyoto’を含む英文ツイート 169,192 件が観光ツイートであるか否かの評価を行った。各ツイー
トには観光ツイートを正解とする時の信頼スコアが付与され，本研究は 95.0％以上の信頼スコ
アが付与されたツイートを分析の対象とした。また，完全に同一ではないが，ほぼ同一の文章に
は，同一の信頼スコアが付与された。このほぼ同一のツイートも分析に影響を与えるため，同一
の信頼スコアをもつツイートは 1件のみ残した。これらの手続きの結果，観光ツイートと評価さ
れたのは 40,110 ツイート研究対象とした。なお，公表された研究では分析課題に応じてさらに
この対象からデータを抽出している。 
(3) テキストの内容分析 
  本研究は，コミュニケーション内容を客観的かつ数量的に分析するための研究方法である内
容分析に依拠して SNS における投稿内容とリアクションの解明を試みた。本研究は，内容分析
のためのリソースとして用いられる LIWC (Linguistic Inquiry and Word Count) (Pennebaker et al., 
2015) を用いた分析を行う。2015 年にアップデートされた LIWC2015 では約 6,400 の語が 73 カ
テゴリーに分類されており，文章に出現する語のカテゴリーを分析することで，そのテキストで
表現される感情的や認知的プロセス，知覚的そして生態的プロセス，そのテキストに含まれる動
因や個人的関心，また社会的プロセスなどを分析することができる。本研究は，LIWC2015 を用
いたテキスト分析により，テキスト内容を定量化した上で，SNS投稿本文の内容とリアクション
の解明を行う。 
(4) 画像認識・物体認識 
  本研究では，テキストだけで無く画像内容からもリアクションとの関係を分析する。画像内容
は深層学習による物体検出を用いた。本研究は，投稿に添付された画像に対しGoogle Cloud Vision 
API を用いた物体検出を適用し投稿画像に写る被写体を特定する。物体検出はその他にもライブ
ラリも提供されているが，認識される物体の豊富さから当該 API を使用した。しかしながら再
現可能性については課題を残している。この API は画像に含まれる各物体を認識し英単語のラ
ベルを出力する。つまり，画像上の物体を言語化することができる。しかしながらこのAPI は各
画像に写る被写体のリストを出力するだけであり，そのリストを単に集計するだけでは特定の
リアクションと関係する特徴的な画像内容を理解するのは困難であった。そのため本研究は，こ
の画像を言語化したラベルの文字列に，自然言語処理で用いられるトピックモデルの一手法で
ある LDA (Latent Dirichlet Analysis)を適用することで，SNSにおけるリアクションとツイートに
添付された各画像の背後にある潜在的な意味を解析した。 
 
 
4. 研究成果 
(1) いいねが促される要因：画像投稿とテキストのみの投稿との比較 



 本研究では食や地域に関わる様々なテーマの投稿，そしていいね，シェア(リツイート)，コメ
ントといった様々な反応に対する分析を行った。その中でも特に，京都の観光に関する SNS 投
稿に対するいいねの促進要因に関する研究で顕著な分析結果が得られたため，その結果を成果
として公表した。第 1の研究成果として，画像投稿とテキストのみの投稿とでいいねが促される
要因を比較する探索的研究を行った。3.1 の手続きによって収集した Twitter 上の京都の観光に
関する投稿を，本研究ではテキスト投稿と画像投稿のいいねの大小によりツイート 4群に分け，
使用単語を LIWC2015 により数量的に比較した。いいねを促進する要因について，テキストのみ
の投稿と画像投稿に共通してみられたのが，テキスト本文における感情的・認知的な語の多さ，
動作や時間に関する記述，一人称の代名詞の使用の多さである。 次に，テキストのみの投稿と
画像投稿とでみられた違いは以下の通りである。まず，感情的や認知的な語については画像もい
いねの要因となるものの，いいねを多く獲得するテキストのみの投稿は画像投稿よりも多くの
感情や認知プロセスを示す語が用いられていることが示された。また，動作と時間に関する語も
感情や認知的プロセスと同様に，テキストのみ・画像投稿の両者でいいねの要因となるが，これ
らの語の出現はテキストのみの投稿の方が多いことが確認されている。また，感覚に関する語，
個人的関心のお金，ホームに関する語はテキストのみの投稿でいいねの要因となるが，画像投稿
とはその関係が確認されなかった。さらに，いいねの要
因としての影響は確認されなかったが，視覚に関する語
は画像投稿で多いことも示された。また考察として個人
の経験を示す投稿が多くのいいねを獲得し，さらに画像
投稿は言葉で表現する傾向が弱く，画像表現によってそ
れを補うという知見が得られた。特に本研究の分析対象
となるツイートは海外旅行として日本を訪れた外国人
のツイートも含まれている。海外旅行という大きなライ
フイベントの最中にある投稿者に対する支援や応援の
感情がいいねのクリックを促しているとも考えられる。
このように見ると，テキストのみの投稿と画像投稿とで
いいねの要因は変わらないともいえるが，言葉の出現率
の違いに注目しておかなければならない。そして，感情
や認知的プロセス，動作や時間に関する語，一人称の代
名詞といった上述のいいねを促す要因となるカテゴリ
ーの語の出現率がテキストのみの投稿より画像投稿の
方が低いという結果からは，消費者は画像の感覚や感情
の伝達・誘発機能(Messaris, 1996; Poor, Duhachek and 
Krishnan, 2013)機能を用いて感情を伝えたり，また読者
に自身の行動や存在，また時間を想起させるような画像
表現を行っている可能性が示された。 
(2) いいねが促される要因：画像内容からの検討 
 第 2 の研究成果は，第 1 の成果をベースにして投稿における画像の内容といいねの関係につ
いて研究し，「いいね！」が多い画像投稿には，テキストにエピソード的な言葉が含まれ，画像
には投稿者の体験や感情を示すエピソード的な表現が含まれているという仮説を検証した。3.1
の手続きによって収集したツイートからさらに画像投稿のみを抽出し，テキスト本文と画像の
内容分析を行った。本文の定量分析は，LIWC2015 により行い，画像内容については 3.4 で述べ
たとおり，物体検出により画像内容を言語化し，その結果にトピックモデルを適用し潜在的な意
味に応じて画像を分類することで多くの「いいね！」を獲得する画像の特徴を特定した。さらに
画像内の人物の表情やランドマークを検出することで画像のエピソード性を裏付けることを試
みた。「いいね」が多い画像投稿にはエピソード表現が含まれるという仮説を検証するために，
エピソード性を示す LIWC カテゴリの出現率を説明変数とし，応答変数として，「いいね！」比
率が高い群を 1，低い群を 0としてロジスティッ
ク回帰分析を行った。その結果エピソード性の高
いと想定したLIWCカテゴリの出現率はがいいね
比率が高い群の方が高という結果が得られた。モ
デルの識別力を示す AUC（Area under the ROC 
curve）は 0.56 と低く，本モデルは「いいね！」
取得の予測因子ではなく，変数間の関係を示すも
のである(表 1)。 x 画像内容とエピソード表現の
関係について，説明変数となるトピックモデルの
結果が示したトピック数が多かったためLasso回
帰による変数選択を経た上で，11の変数によるロ
ジスティック回帰分析を行った。AUC は 0.52 と
低く，この結果も予測モデルではなく，変数間の関係性を示すものである。表 2 に示したよう
に，多くの「いいね」を促す投稿には，投稿者自身の登場や旅行先や移動中の体験が伝わる内容
であることが確認された。一方，「いいね」率が低い画像は，投稿者がいない状態で目的地の風
景が描かれた画像であることが示された。この画像分析では，感情などの心理状態や空間的な文
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脈についても，具体的な場所は特定されなかったため，顔検出による感情の特定とランドマーク
検出による位置の特定を試みた。その結果，いいねを多く獲得する画像は，投稿者が目的地や移
動中の自分を映し，喜びの感情でエピソードを表現していることが示された。一方で，有名なラ
ンドマークはいいね率が低いグループほど検出結果が多いことがわかり，有名な観光名所で，ラ
ンドマークのみが含まれていることが示された。さらにいいね！率の高い投稿で表現されるラ
ンドマークは駅や空港など旅のエピソードを象徴するランドマークであった。いいねに影響す
る画像内容(トピック)のイメージを図 1に示した。なお画像は，投稿者への配慮の観点からロイ
ヤルティフリーの画像を加工したものである。 
  これらの研究結果に基づいて，本研究はエピソード投稿が「いいね！」を促す理由を，エピソ
ードによる読者の自伝的記憶の刺激に位置
付けた。自伝的記憶の刺激は共感（Bluck et 
al., 2013; Pohl et al., 2005; Tani et al., 2014），
同一化，愛着（Aron et al., 1991; O'Reilly & 
Chatman, 1986）を生じさせると考えられ
ており，エピソード投稿がこうした心的状
況を喚起することでいいねを促している
と考えられる。また，本研究の結果は観光
産業におけるDMOや観光・宿泊施設など
の SNS を用いたコミュニケーション戦略
に対し，いいねの獲得と旅行者によるエピ
ソード投稿の重要を示した。 
(3) 研究の総括・投稿内容とリアクション
が消費者の共感・アイデンティティに及ぼ
す影響  
  以上の 2 つの研究を通じて本研究が解
明した投稿内容といいねの関係は，いいね
を促す投稿はポジティブな感情を含むと
いった先行研究 (Alhabash et al., 2013; 
Brandtzaeg and Haugstveit, 2014)の指摘を裏付けるものである。これらの研究はテキストベース
の投稿を前提としたものであるが，特に本研究はテキストで無く画像投稿でも同様の要因がい
いねを促すことを確認した。またこの結果は，投稿における感情の表現とそれに対する読者の共
感がいいねを促していることが示唆している。さらに，先行研究において画像投稿は自己表現
（Wong et al., 2019）や自己呈示（Lyu, 2016）の承認を意味し，アイデンティティ（Lo et al., 2011; 
Wang et al., 2014）を強化するとしてきた。また，テキストを前提とした研究であるが，いいねは
投稿者に対する支援や応援 (de la Peña and Quintanilla, 2015; Hayes, Carr and Wohn, 2016; Lee, Qiu 
and Whinston, 2016)，アイデンティティの支持 (Blease, 2015; Hayes, Carr and Wohn, 2016; Lee, 
Qiu and Whinston, 2016)といった指摘と重ね合わせると，本研究の結果は，画像投稿による消費
者のアイデンティティの表現に対し，いいねがそのアイデンティティの支持・承認を意味するこ
とを示唆している。またそのいいねによる承認は，消費者の自らの生活における経験やエピソー
ドの投稿によって促されるといえる。エピソードによる投稿者と読者による共感関係の構築が，
消費者のアイデンティティ形成の場となっているのである。 
(4) その他の成果 
  本研究では，その研究のプロセスを通じて得た今日の消費者の SNS コミュニケーションの変
化とマーケティングに関する知見をデジタルマーケティングに関するテキストの一部として執
筆した。同書では，ネット上でのコミュニケーションが特定のブランドや消費に基づいたコミュ
ニティから，個人がアカウントをもちタイムラインで自らの生活経験を発信し，またそこでは画
像や動画を用いたコミュニケーションを行っているという本研究の背景を詳細に述べた上で，
それが消費者の情報交換，アイデアの創発，感情の共有，自己表現，そして口コミとマーケティ
ングに及ぼす影響を詳説した。また，本研究を進める上で得られたテキストマイニングの手法を
用いて，地域生協と小売企業のミッション・ビジョンの内容分析を行い，両者のミッション・ビ
ジョンにおける組合員・顧客，職員・従業員，経営という語の位置づけの違い，特徴を明確にし，
生活協同組合のミッションや今後に対する提言を行った。 
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